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　東京都教育委員会では、小学校５年生および中学校２年生を対象に、学力調査を行っています。
これは、子どもたち一人一人の学習状況の改善と、各学校における授業の改善および区市町村に
おける学力向上のための施策の充実に役立てることを目的としています。今年度は、７月２日に
実施しました。小平市立小・中学校における結果の概要をお知らせします。

●教科に関する調査結果
　小学校は、国語科、社会科、理科は都の平均正答率を上回った
ものの、算数科では都の平均正答率を若干下回っています。中学
校は全ての教科において都の平均正答率を上回っています。
　「教科に関する調査」は「学習指導要領に関する内容」と「読
み解く力に関する内容」の２つに分かれています。
・学習指導要領に関する内容
　小学校では、「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技
能」「知識・理解」のほとんどの観点で都の平均正答率を上
回っていますが、国語科の「読むこと」の「技能」や算数科
の「知識・理解」などでは都の平均正答率を若干下回りまし
た。中学校では英語科の「思考・判断・表現」および「知識・
理解」以外は、全て都の平均正答率を上回っています。
・読み解く力に関する内容
　小学校の理科において、「情報を正確に取り出す力」や「解決する力」など全ての観点で、
都の平均正答率を上回っています。各学校で問題解決的な学習を工夫し、取り組んだ成果と
言えます。他の教科においても同様の取組を基に、それぞれの観点の学力の向上を図る必要
があります。中学校ではほとんどの観点で都の平均正答率を上回っていますが、英語科の
「比較・関連付けて読み取る力」が若干下回りました。

●学習に関する意識調査
　「学習に関する意識調査」では、各教科の内容の理解や学校以外の学習について、また生活や
行動などについて大きく４項目の調査をしています。この調査によって子どもたちの学習態度や
生活の態度と学力との関係を分析しています。
　例えば「学校のきまりを守ることは大切か」「学校のきまりを守っているか」という質問に「大
切だ」「守っている」と回答した子どもたちの国語科や算数・数学科の平均正答率は、「大切では
ない」「守っていない」と回答した子どもたちの平均正答率よりも約８ポイントから１３ポイント
高くなっています。学校のきまりには、授業中のきまりの他に忘れ物、提出物に関するきまりも
含まれることから、学力の向上を図るためにも、きまりの意義を考えさせ、自ら守ろうとする態
度を身に付けることが大切です。
◆まとめ
　学校は、今後も習熟度別指導や少人数指導など、きめ細かな指導を行うとともに、問題解
決的な学習に積極的に取り組んでいます。また、基礎・基本の定着だけでなく、課題の発
見・解決に向けた「主体的・協働的な学び」を目指し、授業改善をさらに進めてまいります。
　ご家庭においては、各学校から配付された個人票をご覧いただくとともに、東京都教育
委員会が作成した「東京ベーシック・ドリル」の効果的な活用をはじめ、学力向上に向け
た学校の取組へのご理解、ご協力をよろしくお願いします。 〈指導課〉
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東京小平市教科名
62.763.0国語

小
学
校

56.857.7社会
63.663.3算数
67.468.5理科
54.156.4国語

中
学
校

51.953.5社会
56.258.4数学
49.351.7理科
59.059.6英語

注）表中の数値は平均正答率を表
す。（単位：％）

平成27年度　児童・生徒の学力向上を図るための調査（東京都
教育委員会）結果の概要について

■こだいらの小・中連携教育
　小・中連携教育推進委員長から平成２７年度の委員会の活動報告と全校が
取り組む「こだいら共通プログラム」、年に３回行っている「小・中連携の
日」の成果と課題について報告しました。その後、小平第四中学校区、小
平第五中学校区、小平第六中学校区より中学校区の特色ある取組について
紹介がありました。

　研究を行った学校の成果を市内全校で共有し、小平市の教育のさらなる
充実を目指します。 〈指導課〉

　２月３日（水）小平第一中学校体育館で開催しました。

小平市教育研究発表会平成２７年度

第36第36回回　こだいら市民駅伝大こだいら市民駅伝大会会

◆平成27年度優れた『地域による学校支援活動推進』に係る文部科学大臣表彰
小平第八小学校

　いずれの表彰も、学校・家庭・地域が連携した取組が評価されたもの
です。今後も、教育委員会では、学校・家庭・地域が連携した教育活動
を展開し、地域に開かれた学校づくりを進めます。 〈指導課〉

◆第9回キャリア教育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等　文部科学大臣表彰
小平第十四小学校と学園東小学校
小平第二中学校の学校支援コーディネーターとＰＴＡ

１年間の研究内容や成果と課題の報告
小平第七小学校
小平第十一小学校
花小金井南中学校

研究推進校
（1年目）

大学と連携した英語学習についてグループ研究
した内容の報告

小平第四中学校区
（小平第四中学校、
小平第四小学校、
小平第十小学校、
小平第十五小学校）

グループ研究

舞台発表

紙面発表

■特色ある教育活動
「三小ベーシックプログラム」の構築と実践す
るための校内組織や校内研修について報告小平第三小学校

学力の向上に
関わる取組

社会の変化などに対応する学習指導について、
授業の始めの工夫や学習の見通しをもたせるた
めの具体的な指導方法を報告

小平第六小学校

4人1組の小集団で学習意欲を高める指導の工
夫について報告小平第二中学校

道徳や人との関わりをもたせる活動を通して自
尊感情を育む指導の報告小平第十小学校健全育成に関

わる取組

■小平市立小学校いじめ防止授業の取組
いじめ防止授業の様子やいじめ撲滅の取組につ
いてスライドショーで上映し、道徳や学級活動、
児童会からの呼びかけによるいじめのない学校
づくりの工夫を紹介

小平第一小学校から
小平第十小学校までスライドショー

　2月7日（日）、好天の中「第36回こだいら市民駅伝大会」が開催されました。
　1区間3.1キロメートル、全4区間を各チーム4人の走者がたすきをつなぎました。
　中学生男子の部は10チーム、中学生女子の部は7チームの参加があり、男子の部は六中男バスＡが、
女子の部は小平一中陸上競技部が優勝しました。 〈地域振興部　文化スポーツ課〉

第36回こだいら市民駅伝大会結果（上位）

文文部部科科学学大大臣臣表表彰彰をを受受賞賞文部科学大臣表彰を受賞

東京ベーシック・ドリルについて
　「東京ベーシック・ドリル」とは、小学校１年生から４年生までの国語・算数・社会・理科の
基礎的な学習内容および知識を身に付けるためのドリルです。郭

中学生男子の部（参加10チーム）
タイムチーム名順位
46分50秒六中男バスＡ1

47分44秒小平市立小平第三中学校
男子バスケットボール部2

49分33秒六中男バスＢ3 ※チーム名は参加申込書の記載のとおりです。

中学生女子の部（参加7チーム）
タイムチーム名順位
54分19秒小平一中陸上競技部1
56分18秒小平三中陸上部女子2
57分26秒小平六中Ａ3


